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❏
ご
感
想
や
当
社
路
線
沿
線
の
耳
よ
り
な
情
報
な
ど 

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
葉
書
き
で
お
寄
せ 

く
だ
さ
い 

 
 

〒
１
９
２
‐
０
３
６
４ 

 
 
 

八
王
子
市
南
大
沢
５
‐
２
６
‐
１ 

 
 
 
 

京
王
バ
ス
南
㈱
・
南
大
沢
営
業
所 

 
 
 
 
 
 

「
情
報
誌
委
員
会
」
担
当 

あ
て 

＜主な内容＞ 

Ｐ２ 
・米軍相模原 
 補給廠 
Ｐ３ 
・アトリエゼロ 
Ｐ４ 
・南哲 

▼
本
紙
で
は
、
毎
号
、
当
社
バ
ス 

路
線
沿
線
の
情
報
を
皆
さ
ま
に 

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
今
回
の
特
集
は 

「
相
模
原
線
」
で
す
。 

今
回
の
特
集
は
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
～
Ｊ
Ｒ
相
模
原
駅
（
南
大
沢
駅
・
板

橋
経
由
）
約
１
６
㌔
を
結
ぶ
路
線
で
す
。 

系
統
は
桜
８
４
系
統
（
通
称
相
模
原
線
）
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
２
番
乗
り
場
か
ら
出

発
し
て
、
板
橋
・
南
大
沢
駅
を
経
由
し
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
模
原
駅
ま
で
５
０
分
（
運

賃
Ｉ
Ｃ
５
１
５
円
・
現
金
５
２
０
円
）
で
結
び
ま
す
。
今
回
は
ど
ん
な
出
会
い

が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

① 

オ
ガ
ワ
キ
ッ
チ
ン 

宮
下
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
３
分 

オ
ガ
ワ
キ
ッ
チ
ン
さ
ん
は
『
ラ
ー
メ
ン
専
門
店
お
が
わ
』
グ
ル
ー
プ

の
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
す
。
店
内
で
は
実
際
に
お
店
で
使
用
し
て

い
る
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
、
味
玉
、
メ
ン
マ
や
餃
子
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
特
に
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
『
豚
バ
ラ
ち
ゃ
ー
し
ゅ
ー
』
と
『
豚
肩
ロ

ー
ス
ち
ゃ
ー
し
ゅ
ー
』
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。 

住所：相模原市中央区すすきの町３６－２５ 

ＴＥＬ：０４２－７０７－８８２３ 

営業時間：１１：００～１９：３０ 

定休日：火曜日 

おかずやお酒のおつ
まみにどうぞ！ 
(店長の渡辺さん) 

 

宮下バス停 

セブンイレブン 

★ 

外観 

豚肩ロースちゃーしゅー 

 

豚バラちゃーしゅー 
 

 

相模原駅前 

ここです 

・ 
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聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅 

桜
ヶ
丘
診
療
所 

一
の
宮
ス
ト
ア
ー 

一
の
宮 

宝
蔵
橋 

和
田 

多
摩
第
二
小
学
校 

中
和
田 

中
和
田
天
神 

帝
京
大
学
入
口 

堰
場 

天
野 

東
中
野 

引
切 

由
木
堀
之
内 

芝
原 

大
竹
橋 

相
模
原
駅
北
側
す
ぐ
の
と

こ
ろ
に
米
軍
相
模
原
補
給
廠

が
あ
り
ま
す
。
大
き
さ
は
東

京
ド
ー
ム
４
５
個
分
に
相
当

し
ま
す
。 

以
前
こ
こ
は
、
旧
日
本
陸

軍
相
模
原
造
兵
廠
と
言
わ

れ
、
約
１
３
０
０
０
人
の

人
々
が
軍
人
さ
ん
の
制
服
や

戦
車
、
風
船
バ
ク
ダ
ン
な
ど

を
製
造
し
て
お
り
ま
し
た
。

相
模
原
地
区
は
他
に
も
、
数

多
く
の
軍
関
係
施
設
が
出
来

て
お
り
一
種
の
「
軍
都
」
の

様
相
を
呈
し
て
い
た
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
占
領
後
に
米
軍

は
こ
れ
ら
の
施
設
を
無
傷
で

接
収
し
た
い
が
た
め
に
、
Ｂ

２
９
の
爆
撃
を
控
え
た
と
の

話
も
存
在
し
ま
す
。 

② 

米
軍
相
模
原
補
給
厰 

相
模
原
駅
近
辺 

 

 

戦
車
も
完
成
す
る
と
各
種
テ
ス
ト
を
行
う
「
試
験
走
行
」

「
試
運
転
」
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
現
在
の
町
田
市
・

多
摩
市
・
八
王
子
市
に
跨
る
総
延
長
３
０
Ｋ
ｍ
に
も
及
ぶ
試

験
コ
ー
ス
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
用
地
買
収
も
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。 

実
際
に
は
戦
局
の
悪
化
等
も
あ
り
、
約
８
Ｋ
ｍ
が
作
ら
れ

利
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
道
は
、
戦
後
も
米
軍

の
戦
車
や
装
甲
車
の
試
験
コ
ー
ス
や
、
修
理
後
の
試
運
転
コ

ー
ス
と
し
て
昭
和
４
０
年
頃
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。 こ

の
尾
根
緑
道
の
始
ま
り
は
、
私
た
ち
の
職
場
で
あ
る
南

大
沢
車
庫
横
の
小
山
内
裏
公
園
に
あ
り
、
南
多
摩
斎
場
の
脇

を
通
り
、
尾
根
幹
線
道
路
を
越
え
、
町
田
街
道
に
達
す
る
素

敵
な
緑
道
と
な
り
、
遠
く
に
綺
麗
な
山
々
を
、
そ
し
て
沿
道

に
は
美
し
い
木
々
を
携
え
て
、
市
民
の
憩
い
の
道
へ
と
変
貌

し
ま
し
た
。 

こ
の
道
を
通
る
と
き
、
そ
の
美
し
い
環
境
か
ら
、
過
去
の

利
用
方
法
が
戦
車
の
試
験
コ
ー
ス
と
知
る
由
も
あ
り
ま
せ

ん
。 

 

ま
さ
に
、「
夏
草
や
兵
も
の
ど
も
が
夢
の
あ
と
」
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

ほ
き
ゅ
う
し
ょ
う 

歴
史
メ
モ 

『
戦
車
道
』 

尾根緑道地図 

“戦車道”と 

呼ばれています。 
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フ
ェ
ア
ヒ
ル
ズ
入
口 

板
橋 

大
田
橋 

南
大
沢
四
丁
目 

南
大
沢
駅 

南
大
沢
四
丁
目 

柏
木
谷
戸
入
口 

日
向 

清
水
入
谷
戸 

坂
上 

沼
入
口 

横
土
手 

山
谷 

宮
下 

す
す
き
の
住
宅 

向
陽
小
学
校 

小
山
公
民
館 

相
模
原
駅
北
口 

バ
ス
停
横
土
手
近
く
に
流
れ
る
境
川
を
少
し
上
流

に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
「
相
原
」
と
い
う
地
名
が
あ
り

ま
す
。 

平
安
末
期
、
武
蔵
国
で
「
武
蔵
七
党
」
と
い
わ
れ

る
武
士
団
が
勢
力
を
競
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
最
大
の
横
山
党
は
、
遣
隋
使
（
６
０
７
年
）
と
な

っ
た
小
野
妹
子
を
遠
祖
と
し
た
小
野
氏
で
し
た
。
後

に
小
野
氏
は
武
蔵
国
の
国
司
と
な
り
、
武
蔵
権
介
（
ご

ん
の
す
け
）
に
任
じ
ら
れ
て
横
山
庄
（
八
王
子
市
）

に
移
り
、
横
山
大
夫
と
称
し
て
横
山
党
の
始
祖
と
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
小
野
氏
の
一
部
は
相
模
ま
で
南

下
し
“
粟
飯
原
（
あ
い
は
ら
）
氏
”
を
名
乗
り
、
次

第
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
き
、
こ
の
「
粟
飯
原
」
が

い
つ
し
か
「
相
原
」
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 参
照 

相
模
原
ふ
る
さ
と
歴
史
散
策 

平
成
１
７
年 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
模
原
郷
土
懇
話
会 

 
 

③
絶
品
ス
イ
ー
ツ
の
店
『
ア
ト
リ
エ
・
ゼ
ロ
』 

 

日
向
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
１
分 

こ
ち
ら
の
お
店
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
は
注
文
が
入
っ
て
か
ら
ク
リ
ー
ム
を
満

杯
に
注
入
し
ま
す
。
手
に
取
る
と
「
何
？
こ
の
重
さ
」
と
言
う
ぐ
ら
い
重
い
で
す
。

口
に
入
れ
る
と
空
洞
が
な
い
の
で
、
ク
リ
ー
ム
が
口
の
中
に
押
し
寄
せ
ま
す
。 

ご
褒
美
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
シ
ェ
フ
が
こ
だ
わ
り
ぬ
い
た
素
材
を
仕
入
れ
て
い
る

う
え
に
、
最
高
級
の
渋
皮
栗
が
な
ん
と
２
個
も
入
っ
て
い
ま
す
。
程
よ
い
甘
さ
は

口
の
中
に
後
味
す
っ
き
り
。
ど
の
ス
イ
ー
ツ
を
選
ん
で
も
誰
も
が
笑
顔
に
な
る
こ

と
請
け
合
い
で
す
。 

外観 

住所：八王子市南大沢２－２０６－１６ 

ＴＥＬ：０４２－６８９－５０３９ 

営業時間：１０：００～１９：００ 

定休日：水曜日 

ここです 

・ 

セ
ブ
ン 

イ
レ
ブ
ン 

日向バス

停 

デニーズ 

★ 

・ 

 

 

紹介①④ 紹介③ 紹介② 

ご褒美モンブラン ４7０円 シュークリーム １８０円 

中身は美味しいクリームがぎ
っしり。今まで食べたシュー
クリームはなんだったの？と
いうくらい衝撃的です！ 

歴
史
メ
モ 

『
相
原
』 

中身 
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④
肉
汁
う
ど
ん
の
南
哲 

宮
下
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
５
分 

住所：相模原市中央区宮下２－９－１５ 

ＴＥＬ：０４２－７０３－７５８５ 

営業時間：平日１１：００～２０：００ 

     土日祝１１：００～２１：００ 

定休日：水曜日（祝日は営業） 

バ
ス
停
「
横
土
手
」
付
近
を
流
れ
る
境
川
は
ク
ネ
ク
ネ
と
蛇
行

し
た
川
で
、
か
つ
て
は
大
雨
が
降
れ
ば
す
ぐ
に
あ
ふ
れ
る
“
暴
れ

川
”
で
し
た
。
川
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
ら
れ
る
以
前
は
、
水
田

に
水
を
引
き
、
水
車
を
回
し
て
糸
を
よ
り
、
米
つ
き
や
製
粉
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
代
に
は
た
く
さ
ん
の
住
宅
や
団
地

が
建
つ
よ
う
に
な
り
水
害
が
深
刻
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
７
０
年

代
（
昭
和
４
０
年
頃
）
に
は
川
岸
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
川

幅
を
広
げ
真
っ
直
ぐ
に
す
る
工
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１

９
９
０
年
代
に
は
い
る
と
治
水
目
的
だ
け
の
河
川
改
修
か
ら
、
自

然
環
境
や
川
の
風
景
を
大
切
に
す
る
川
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
か
ら
橋
本
地
区
で
多
自
然
川
づ

く
り
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
直
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の
川
と

は
違
っ
た
風
景
が
見
ら
れ
ま
す 

 
 
 
 
 
 

 

 

参
照 

境
川
流
域
ガ
イ
ド 

平
成
２
２
年 

 

相
模
原
市
水
み
ど
り
環
境
課 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
境
川
の
斜
面
緑
地
を
守
る
会 

京王バスの「全線一日フリー乗車券」は、

京王の路線バスを１日に限り何度でも

ご利用になれる便利でお得な乗車券で

す。お求めは乗務員までお声かけくださ

い。都区内、多摩地区でご利用できます。

（一部除きます） 

大人：７００円 小児：３５０円 

 

大人：７００円 小児：３５０円 

南
哲
さ
ん
の
肉
汁
う
ど
ん
は
、
食
材
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
、
た
っ
ぷ
り
と

時
間
を
掛
け
て
作
っ
た
「
肉
汁
」
と
、
自
家
製
で
し
っ
か
り
コ
シ
の
有
る
も
ち

も
ち
の
う
ど
ん
が
と
っ
て
も
美
味
し
い
で
す
。
ま
た
、
具
材
の
豚
肉
と
ネ
ギ
も

絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
麵
を
食
べ
終
わ
っ
た
ら
「
だ
し
割
」
で
肉
汁
を
割
っ

て
最
後
ま
で
ス
ー
プ
の
美
味
し
さ
を
楽
し
め
ま
す
。 

 

外観 店内 

食
べ
た
ら 

元
気
に
な
り
ま
す
よ
！ 

肉汁うどん中 
 とても美味しいです！！ 

 

宮下バス停 

セブンイレブン 

★ 

・ 

ここです 

 

 

値 段 
小もり  ６３０円 
並もり  ６８０円 
中もり  ８３０円 
大もり  ９８０円 
特大  １１３０円 

  

歴
史
メ
モ 

『
境
川
』 


